
第
９
回

成
田
エ
ア
ポ
ー
ト

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

開
催
中
止
に
つ
い
て

　
５
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
第
９
回

成
田
エ
ア
ポ
ー
ト
ツ
ー
デ
ー
マ
ー

チ
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
会
の

安
全
な
開
催
を
検
討
し
た
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え

て
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
た

大
変
多
く
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
参
加
申
し
込
み

を
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
の
手
続
き
な
ど
に
関
し

て
成
田
エ
ア
ポ
ー
ト
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ご
案
内
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

（ 公式ホームペー
ジQRコード）

産
業
振
興
課 

産
業
振
興
係

☎
77
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３
９
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８　
　

問

No.119

町
長

相
川
勝
重

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に
向
け
て
」

全
世
界
に
広
が
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
昨
年
、
中
国
の
湖
北
省
武
漢
で
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
瞬
く
間
に
全
世
界
に
広
が
る

と
い
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起
こ

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
こ
れ
ま
で
開
発
し
た
薬
で
は

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
段
階

で
は
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。
世

界
全
体
で
は
、
4
月
24
日
現
在
で

2
6
7
万
人
以
上
の
人
々
が
感
染

し
、
18
万
人
以
上
の
人
々
が
尊
い
命

を
失
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
お
よ
び
千
葉
県
に
お
い
て

も
、
今
年
に
入
り
感
染
が
急
拡
大
し

て
お
り
ま
す
。
感
染
拡
大
は
特
に
東

京
を
は
じ
め
と
し
た
首
都
圏
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
2

月
に
警
戒
本
部
を
、
3
月
よ
り
対
策

本
部
を
設
置
し
、
情
報
交
換
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
で
の
感
染
拡
大
を
受
け
て

　
そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
4
月
7

日
に
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
大

阪
、
兵
庫
、
福
岡
、
千
葉
の
7
都
府

県
を
対
象
地
域
と
し
て
5
月
6
日
ま

で
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣

言
を
発
出
し
、
そ
の
後
対
象
地
域
を

全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
中
小
企
業

へ
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
給
付
率
を

9
割
に
上
げ
る
こ
と
、
収
入
減
の
中

小
企
業
に
2
0
0
万
円
、
個
人
事
業

に
1
0
0
万
円
の
給
付
を
行
う
こ

と
、
児
童
手
当
の
受
給
世
帯
に
子
ど

も
1
人
当
た
り
1
万
円
の
給
付
を
行

う
こ
と
、
国
民
1
人
当
た
り
10
万
円

の
一
律
給
付
が
特
別
定
額
給
付
金
と

し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

芝
山
町
と
し
て
の
方
針

　
私
ど
も
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

国
・
県
の
基
本
的
な
考
え
方
を
支
持

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
1
点
目
は
外

出
自
粛
要
請
な
ど
、
国
の
基
本
的
な

考
え
方
を
支
持
す
る
こ
と
。
2
点
目

は
徹
底
的
に
「
3
つ
の
密
」
の
発
生

を
避
け
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
。
3
点
目
は
緊
急
事
態
宣
言
下

に
お
い
て
も
社
会
、
経
済
機
能
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
。
4

点
目
は
対
象
地
域
を
千
葉
県
全
体
と

し
、
期
間
は
国
の
方
針
を
踏
ま
え
決

定
す
る
こ
と
。
以
上
の
4
点
が
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
り
、
方
針
で
も
あ

り
ま
す
。

感
染
の
収
束
に
向
け
て

　
こ
う
い
っ
た
対
策
を
県
民
一
丸
、

国
民
一
丸
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
現
在
拡
大
し
て
い
る

感
染
を
収
束
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
不
自
由
な
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
に
勝
利
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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企画空港政策課 企画調整係
小川　　茜

教育課 社会教育係
藤代　真梨菜

企画空港政策課 都市計画係
丸岡　　嵩

国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
登
録
さ
れ
ま
す

「
伊
東
家
住
宅
主
屋
」

① 「
伊
東
家
住
宅
主
屋
」
の
外
観

② 

主
座
敷
と
さ
れ
る「
オ
ク
ノ
マ
」

③ 

屋
根
裏
の「
小
屋
組
」

芝山町で初

東
家
住
宅
主
屋
の
概
要
に
つ
い
て

　

本
住
宅
の
建
設
年
代
は
、
明
治
22
年

（
1
8
8
9
年
）
5
月
の
家
相
図
か
ら
明
治

20
年
代
半
ば
の
建
設
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
中
央
の
や
や
北
側
に
南
面
し
て
建

ち
、
木
造
平
屋
建
、
桟
瓦
葺
き
の
寄
棟
造
で

正
面
に
下
屋
を
付
し
、
中
央
に
「
式
台
玄

関
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
部
は
、
南

東
に
土
間
、
他
を
床
上
と
し
、
表
側
中
央
に

「
ヒ
ロ
マ
」
（
主
室
）
、
北
西
に
付
書
院
・

組
子
欄
間
・
床
の
間
を
設
け
た
「
オ
ク
ノ

マ
」
（
主
座
敷
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
屋
根
瓦
の
葺
き
替
え
な
ど
の

改
修
は
行
っ
て
い
ま
す
が
、
建
築
当
初
の
外

観
・
構
造
・
間
取
り
は
概
ね
改
変
さ
れ
る
こ

と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

築
主
の
伊い

東と
う
す
け
ゆ
き

祐
之
と
は

　
元
治
元
年
（
1
8
6
4
年
）
生
ま
れ
。
明

治
18
年
（
1
8
8
5
年
）
に
千
葉
県
立
千
葉

中
学
校
（
現
県
立
千
葉
高
等
学
校
）
を
卒

業
し
て
、
地
元
の
小
池
尋
常
小
学
校
の
教

員
や
校
長
を
務
め
て
い
た
が
、
明
治
22
年

（
1
8
8
9
年
）
に
休
職
し
て
渡
米
。
テ
ネ

シ
ー
州
に
あ
る
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
大
学
に
入

学
し
、
法
律
学
を
修
め
ま
し
た
。
明
治
23
年

（
1
8
9
0
年
）
に
帰
国
し
て
日
本
銀
行
に

勤
務
し
営
業
課
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
34
年
（
1
9
0
1
年
）
に
欧
米
視
察
中

に
オ
ラ
ン
ダ
で
病
に
よ
り
38
歳
で
死
去
し
ま

し
た
。

伊建

　
３
月
19
日
、
国
の
文
化
審
議
会
は
、
芝
山

町
の
「
伊
東
家
住
宅
主
屋
」
を
国
登
録
有
形

文
化
財
（
建
造
物
）
と
し
て
登
録
す
る
よ
う

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
今
夏
頃

ま
で
に
答
申
通
り
告
示
さ
れ
る
予
定
で
、
芝

山
町
で
は
初
の
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造

物
）
と
な
り
ま
す
。

　
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
と
は
、

50
年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物
の
う
ち
、

一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
を
文
化
財
と
し
て

登
録
し
、
保
存
・
活
用
を
し
て
い
く
制
度

で
、
千
葉
県
で
は
今
回
の
答
申
分
を
含
め
る

と
2
9
3
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　・建物の特色として、江戸時代の伝統的な間取　
りと小屋構造を継承しつつ、背面室間の行き来が可能
で明るい空間を実現し、茅葺小屋構造を瓦葺に応用す
るなど明治時代の様相がよく表されています。
・「伊東家住宅主屋」は個人の所有物となります。敷
地内に入っての見学などはできませんので、ご注意く
ださい。

教
育
課 

文
化
振
興
係 

☎
77
‐
１
８
６
１

問

1

2

3

①八街市
② 音楽鑑賞
　（昭和の歌も聴きます）
　③世界一周
　④ 少しでも早く仕事

を覚え、即戦力と
　　なれるように
　　頑張ります。

①栄町
②カラオケ、ドライブ
③バンジージャンプ
④ 芝山町の地域のこ
　と、文化のことに
　　ついてたくさん
　　　勉強していき
　　　たいです。

令和２年度
新規採用職員紹介

①出身地
②趣味
③ 挑戦してみた
　いこと
④仕事への抱負

①芝山町
②音楽鑑賞
③首都高の運転
　　　④話しかけやす
　　　　いと思っても
　　　　　らえる職員        
　　　　　になれるよ
　　　　　うに頑張り
　　　　　　ます。
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